
 

 
 
 
 

 
 
 

 

●基礎調査結果（区域図(案)）の公表について 

〇県では地形が変わったり、新たに確認できたがけ地等について、土砂災害警戒区域等

の見直し調査を進めており、瀬谷区の調査結果を令和８年７月末に公表します。 

 

〇基礎調査結果（区域図(案)）は、県ホームページ神奈川県土砂災害情報ポータルや、

横浜川崎治水事務所、県庁砂防課、横浜市建築局企画部建築防災課の窓口で、閲覧す

ることができます。 

 

 

 

〇土砂災害防止法の概要、区域指定の見直し、土地利用の制限などに関する資料につい

ては、横浜川崎治水事務所の所属ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

●区域指定までの流れ   
 
 
   
 

  
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 
 
 

土砂災害防止法に基づく基礎調査結果（区域図(案)）の公表について 

がけ地の近くにお住まいの皆様へ（瀬谷区） 

今回はこの段階に関するお知らせです。 

神奈川県 横浜川崎治水事務所 工務部 急傾斜地第一課  

 電話：045-411-2520  8:30～17:15（土・日・祝日を除く）  

～土砂災害に備えていただくために～ 

令和８年７月末日 

横浜川崎治水事務所

神奈川県土砂災害情報ポータル  で検索 

 で検索 

公
表
に
関
す
る
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せ 



「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」について

発　行：全国地すべりがけ崩れ対策協議会

表紙写真：広島県広島市安佐南区八木3丁目上山川

土砂災害防止法

土 砂 災 害 防 止 法
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土石流

地滑り

近年の土砂災害発生状況
土砂災害は毎年のように全国各地で発生しており、私たちの暮らしに大きな被害を与えています。

■ 過去10年の土砂災害発生件数（平成19年～28年）

■ 過去10年の都道府県別土砂災害発生状況

　　　　　　　　　　　（平成19年～28年）
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昭和42年～平成28年までの自然災害による
死者・行方不明者の内訳

その他
自然災害

62％

38％

土砂災害による
犠牲者の割合は

※平成7年兵庫県南部地震および平成23年東北地方太平洋沖地震

　による死者・行方不明者数は除く

　全自然災害については消防庁調べ、

　土砂災害については国土交通省砂防部調べによる

土 砂 災 害 防 止 法 01



　土砂災害から国民の生命を守るため、土砂災害のおそれのある区域につい

ての危険の周知、警戒避難体制の整備、一定の開発行為の制限、建築物の構

造規制、既存住宅の移転促進等のソフト対策を推進しようとするものです。

「土砂災害防止法」制定の背景

『土砂災害防止法』とは

　土砂災害は毎年のように全国各地で発生しており、

私たちの暮らしに大きな被害を与えています。

　また、その一方で、新たな宅地開発が進み、それに

伴って土砂災害の発生するおそれのある危険な箇所も

年々増加し続けています。そのようなすべての危険な

箇所を対策工事により安全な状態にしていくには、膨

大な時間と費用が必要となってしまいます。

　このような土砂災害から人命を守るため、土砂災害

防止工事等のハード対策と併せて、危険性のある区域

を明らかにし、その中で警戒避難体制の整備や一定の

開発行為の制限等のソフト対策を充実させていくこと

が大切なのです。

※急傾斜地崩壊危険箇所Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのうち、Ⅰ：「人家5戸以上等の箇所」

H 14年公表 ※

対象となる土砂災害 ： 急傾斜地の崩壊、土石流、地滑り

・土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域指定等のための調査

・土砂災害防止のための対策に関する基本的事項

・基礎調査に関する指針

・土砂災害特別警戒区域等の指定方針

・土砂災害特別警戒区域内の建築物の移転等の方針

土砂災害警戒区域の指定［都道府県知事］
〈土砂災害のおそれがある区域〉

土砂災害特別警戒区域の指定［都道府県知事］
 〈建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれがある区域〉

〈建築物の構造規制〉

・居室を有する建築物の
 構造基準の設定
 （建築基準法）

〈移転支援〉

・住宅金融支援機構

土砂災害防止対策基本指針の作成［国土交通大臣］

基礎調査の実施［都道府県］

●特定の開発行為に対する許可制

    対象：住宅宅地分譲、社会福祉施設等のための開発行為

●建築物の構造規制（都市計画区域外も建築確認の対象）

●土砂災害時に著しい損壊が生じる建築物に対する移転等の勧告

●勧告による移転者への融資、資金の確保

〈警戒避難体制〉

・市町村地域防災計画
 （災害対策基本法）

●情報伝達、警戒避難体制の整備［市町村長］

●警戒避難に関する事項の住民への周知［市町村長］

※急傾斜地崩壊危険箇所Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのうち、Ⅰ：「人家5戸以上等の箇所」

H 14年公表 ※

対象となる土砂災害 ： 急傾斜地の崩壊、土石流、地滑り

・土砂災害防止のための対策に関する基本的事項

・基礎調査に関する指針

・土砂災害特別警戒区域等の指定方針

・土砂災害特別警戒区域内の建築物の移転等の方針

土砂災害警戒区域の指定［都道府県知事］
〈土砂災害のおそれがある区域〉

土砂災害特別警戒区域の指定［都道府県知事］
 〈建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれがある区域〉

〈建築物の構造規制〉

・居室を有する建築物の
 構造基準の設定
 （建築基準法）

〈移転等の支援〉

・住宅金融支援機構の融資
・住宅・建築物安全ストック形成事業
　による補助

土砂災害防止対策基本指針の作成［国土交通大臣］

基礎調査の実施［都道府県］

●特定の開発行為に対する許可制

    対象：住宅宅地分譲、社会福祉施設等のための開発行為

●建築物の構造規制（都市計画区域外も建築確認の対象）

●土砂災害時に著しい損壊が生じる建築物に対する移転等の勧告

●勧告による移転者への融資、資金の確保

〈警戒避難体制の整備等〉

・市町村地域防災計画への記載
・要配慮者利用施設の避難体制
・土砂災害ハザードマップの配布等
 

●情報伝達、警戒避難体制の整備［市町村長］

●警戒避難に関する事項の住民への周知［市町村長］

・基礎調査結果の公表・土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域指定等のための調査

●急傾斜地崩壊危険箇所数と整備箇所数の推移
S57年 S62年 H4年 H9年

113,557113,557

20,600

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

100,000

110,000

※急傾斜地崩壊危険箇所Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのうち、Ⅰ：「人家5戸以上等の箇所」

H14年公表※

20,600

土砂災害防止法の概要

土 砂 災 害 防 止 法 02



※土地の一部が地下水等に起因して滑る自然現象
又はこれに伴って移動する自然現象

急傾斜地の崩壊

土石流

地滑り

※山腹が崩壊して生じた土石等又は
渓流の土石等が水と一体となって流
下する自然現象

※傾斜度が３０度以上である土地が崩壊する自然現象

都道府県が、渓流や斜面及びその下流など土砂災害により被害

を受けるおそれのある区域の地形、地質、土地利用状況等につ

いて調査し、結果を公表します。

急傾斜地の高さh

（高さは5m以上）

基礎調査の実施・公表

土 砂 災 害 防 止 法 03



■ 急傾斜地の崩壊

イ 傾斜度が30度以上で高さが5ｍ以上の区域

ロ 急傾斜地の上端から水平距離が10ｍ以内の区域

ハ 急傾斜地の下端から急傾斜地の高さの2倍

（50ｍを超える場合は50ｍ）以内の区域

■ 土石流

土石流の発生のおそれのある渓流において、扇頂部か

ら下流で勾配が2度以上の区域

■ 地滑り

イ 地滑り区域（地滑りしている区域または地滑りする

おそれのある区域）

ロ 地滑り区域下端から、地滑り地塊の長さに相当する

距離（250ｍを超える場合は250ｍ）の範囲内の区域

　急傾斜地の崩壊等に伴う土石等の移動等により建築物

に作用する力の大きさが、通常の建築物が土石等の移動

等に対して住民の生命又は身体に著しい危害が生ずるお

それのある損壊を生ずることなく耐えることのできる力

の大きさを上回る区域。

※ただし、地滑りに係る土石等の移動等により建築物に作用する力

の大きさについては、作用した時から30分間が経過した時において

作用するものとされている。また、地滑りに係る特別警戒区域は地

滑り区域の下端から60mの範囲内で指定することとされている。

土砂災害警戒区域 （通称：イエローゾーン）

（通称：レッドゾーン）土砂災害特別警戒区域

○

土砂災害特別警戒区域
土砂災害警戒区域のうち、

建築物に損壊が生じ、住民に

著しい危害が生じるおそれがある区域
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基礎調査結果の公表後、土砂災害のおそれのある

区域等を指定します。

区域の指定

土 砂 災 害 防 止 法 04
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急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民等の生命又は身体に危害が生ずるおそれがあると認められる区域

であり、危険の周知、警戒避難体制の整備が行われます。

　土砂災害による人的被害を防止するためには、住居や

利用する施設の存する土地が土砂災害の危険性がある地

域かどうか、緊急時にはどのような避難を行うべきか、

といった情報が住民等に正しく伝達されていることが大

切です。このため、市町村長は市町村地域防災計画に基

づいて区域ごとの特色を踏まえた土砂災害に関する情報

の伝達方法、土砂災害のおそれがある場合の避難地に関

する事項及び円滑な警戒避難に必要な情報を住民に周知

させるため、これらの事項を記載した印刷物（ハザード

マップ等）を配布し、その他必要な措置を講じることが

義務づけられています。

１．市町村地域防災計画への記載

　土砂災害を防止・軽減するためには、土砂災害が生ずるおそれのある区域において土砂災害に関する情報の収集・伝達、予警報の

発令及び伝達、避難、救助等の警戒避難体制を確立しておくことが大切です。このため、土砂災害に関する警戒避難体制について、

その中心的役割を担うことが期待される市町村防災会議が策定する市町村地域防災計画において、警戒区域ごとに警戒避難体制に関

する事項を定めることとされています。

4．宅地建物取引における措置

　警戒区域では、宅地建物取引業者は、当該宅地又は建物の売買等にあたり、警戒区域内である旨について重要事項説明を行うこと

が義務づけられています。

地 域 住 民

ボランティア
NPO

連携

災害時要援護者等への支援

自主防災組織の設立

避難訓練の実施

防災への備え

避難所の確認

自主避難

自助 共助

警戒避難体制の整備

土砂災害警戒区域等の情報提供

復旧・復興

公助

国・都 道 府 県・市 町 村

協働参画

土砂災害に備えるために

　土砂災害の危険から身を守るのはあなた自身です。家や職場

の周囲は安全ですか？危険な場所を点検し、防災情報を収集す

るなど「日頃の備え」を万全にし、いざとなったら「早めの避難」

を心がけましょう。

　住民の一人ひとりが、土砂災害に対し的確な判断をし、行動

をとるために、行政は、専門的かつ技術的な事項について、的

確な情報提供をはじめとする手助けを行います。

3．土砂災害ハザードマップによる周知の徹底

土砂災害警戒区域

行政の「知らせる努力」と住民の「知る努力」で

　　　　　　　　　土砂災害による人的被害をゼロに。

災害時要援護者
関　連　施　設

ハザードマップの説明文を記入

例：黄色で塗りつぶされた範囲（土砂災害警戒区域）は、「土砂災害が発生した場合、

住民の生命または身体に危害が生じるおそれのある区域」です。

　警戒区域内の要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配慮を要する者が利用する施設）であっ

て、要配慮者の円滑かつ迅速な避難を確保する必要がある場合には、市町村地域防災計画に要配慮者利用施設の名称及び所在地を記載

するとともに、土砂災害に関する情報等の伝達方法を定めることとされています。

　また、警戒区域内の市町村地域防災計画に位置付けられた要配慮者利用施設の管理者等は、避難確保計画を作成し、その計画に基づ

いて避難訓練を実施することが義務づけられています。

2．要配慮者利用施設における警戒避難体制

要配慮者等への支援
自主防災組織の設立
避難訓練の実施

要配慮者利用施設

土砂災害警戒区域

土　砂　災　害
特 別 警 戒区域

浸水想定区域

避　難　場　所

主要な避難路
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急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそ

れがあると認められる区域で、特定の開発行為に対する許可制、建築物の構造規制等が行われます。

土砂災害特別警戒区域

1．特定の開発行為に対する許可制

　特別警戒区域では、住宅・宅地分譲等や特に防災上の配慮を要する者が利用する社会福祉施設、学校及び医療施設の建築のための

開発行為については、土砂災害を防止するために自ら施行しようとする対策工事の計画が、安全を確保するために必要な技術的基準

に従っているものと都道府県知事が判断した場合に限って許可されることになります。

2．建築物の構造の規制

　特別警戒区域では、住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれがある建築物の損壊を防ぐために、急傾斜地の崩壊等に伴

う土石等が建築物に及ぼす力に対して、建築物の構造が安全なものとなるように、居室を有する建築物については建築確認の制度及

び構造規制が適用される場合があります。すなわち区域内の建築物の建築等に着手する前に、建築物の構造が土砂災害を防止・軽減

するための基準を満たすものとなっているかについて、確認の申請書を提出し、建築主事又は指定検査確認機関の確認を受けること

が必要になります。

3．建築物の移転等の勧告及び支援措置

　急傾斜地の崩壊等が発生した場合にその住民の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれのある建築物の所有者、管理者又は占有

者に対し、特別警戒区域から安全な区域に移転する等の土砂災害の防止・軽減のための措置について都道府県知事が勧告することが

できることになっています。

　特別警戒区域内の施設整備にかかる防災工事や区域外への移転等に対しては、以下のような支援措置があります。

①住宅金融支援機構の融資

地すべり等関連住宅融資は、特別警戒区域からの移転勧告に基づく家屋の移転、代替住宅の建設、土地の取得等に必要な資金

の融資を受けられます。（融資金利の優遇措置有）

②住宅・建築物安全ストック形成事業による補助

特別警戒区域にある構造基準に適合していない住宅（既存不適合住宅）を特別警戒区域から移転し、代替家屋の建設を行う者

に対し、危険住宅の除去等に要する費用及び危険住宅に代わる住宅の建設に要する費用の一部が補助されます。

また、特別警戒区域内の既存建築物の土砂災害に対する建築物の安全性の向上を目的とした改修への補助制度を実施している

自治体もあります。

4．宅地建物取引における措置

　特別警戒区域では、宅地建物取引業者は、特定の開発行為において、都道府県知事の許可を受けた後でなければ当該宅地の広告、

売買契約の締結が行えず、当該宅地又は建物の売買等にあたり、特定の開発行為の制限に関する事項の概要について重要事項説明を

行うことが義務づけられています。
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土砂災害防止法のあゆみ
◆平成11年
  6月29日  「広島災害」（土砂災害発生件数325件、死者24名）
  7月  8日　建設省防災国土管理推進本部を開催。
　　　      「総合的な土砂災害対策に関するプロジェクトチーム」の設置を決定
◆平成12年
  2月  4日　河川審議会答申「総合的な土砂災害対策のための法制度のあり方について」
  3月14日  「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律案」閣議決定

  4月26日  「  土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律案」に対する
附帯決議可決

  5月  8日  「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」公布（平成12年 法律第57号）

◆平成13年
  3月28日  「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律施行令」公布（平成13年 政令第84号）
　　　　  「建築基準法施行令の一部を改正する政令」公布（平成13年 政令第85号）
  3月30日  「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律施行規則」公布（平成13年 国土交通省令第71号）
  4月  1日  「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」施行
  7月  9日  「土砂災害防止対策基本指針」制定（平成13年 国土交通省告示第1119号）

◆平成15年
  3月31日　広島県において、全国初の土砂災害警戒区域等の指定を実施（13箇所）

◆平成17年
  5月  2日  「水防法及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」公布（平成17年 法律第37号）
  6月  1日  「  水防法施行規則及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律施行規則の一部を改正する省令」公布
　　　　  （平成17年 国土交通省令第62号）
  7月  1日  「水防法及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」施行

◆平成18年
  9月25日  「土砂災害防止対策基本指針」変更（平成18年 国土交通省告示第1131号）

◆平成22年

11月25日  「 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」公布（平成22年 法律第52号）

◆平成23年
  1月28日  「  土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律施行令の一部を改正する政令」公布
　　　　  （平成23年 政令第10号）
  4月28日  「土砂災害防止対策基本指針」変更（平成23年 国土交通省告示第439号）
  5月  1日  「  土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」施行
　　　　　 大規模土砂災害に対する危機管理体制の強化
　　　　  「緊急調査」及び「土砂災害緊急情報」について

◆平成26年
  8月20日  「広島災害」（土砂災害発生件数166件、死者77名（災害関連死含む））　

◆平成28年
  8月 　　 「台風10号による社会福祉施設の浸水被害（岩手県）」（死者9名）　

11月19日  「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」公布（平成26年法律第109号）

◆平成27年

◆平成29年

  1月15日  「  土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整理に関す
る政令」公布（平成27年政令第 6 号）

  1月16日  「  土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う国土交通省関係省令の
整備に関する省令」公布（平成27年国土交通省令第 2 号）

　　　　  「土砂災害防止対策基本指針」変更（平成27年国土交通省告示第35号）
  1月18日  「  土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」施行
　　　　　 基礎調査の結果の公表義務付け、土砂災害警戒区域における警戒避難体制の充実・強化等

3月31日　土砂災害警戒区域等指定箇所数（全都道府県487,899箇所）
5月19日  「水防法等※の一部を改正する法律」公布（平成29年 法律第31号）
6月14日  「水防法等※の一部を改正する法律の施行に伴う国土交通省関係省令の整備に関する省令」公布（平成29年 国土交通省令第36号）
6月19日  「水防法等※の一部を改正する法律」施行
　　　　 警戒区域内の要配慮者利用施設の避難確保計画の作成および避難訓練の実施の義務付け
　　　　   ※土砂災害防止法を含む
8月10日  「土砂災害防止対策基本指針」変更（平成29年国土交通省告示第752号）

発　　行：全国地すべりがけ崩れ対策協議会 平成29年 9 月発行
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横浜グリーンエクスポにおける「レッツグリーンアクション」及び 

「球根ミックス花壇づくり」の募集等について【情報提供】 

 
 
１ 事業の趣旨 

横浜グリーンエクスポについて、環境に関するワークショップ等を行う「レッツグリー

ンアクション」の企画募集及び市内の５会場で同時に球根を植える「球根ミックス花壇づ

くり」の参加者募集を開始します。また、民間施設や公共施設等で「機運醸成ステッカー」

の掲出を開始しますので、お知らせします。 
 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 
 

３ 「レッツグリーンアクション」の企画募集について 

（１）概要 

環境活動に取り組んでいる又は始めてみたい団体・個人等の皆様から、横浜グリーン

エクスポの会場で実施いただく環境に関するワークショップ等を募集します。 

（２）募集する企画例 

ワークショップ、体験型展示、園芸教室、創作体験 など 

（３）対象・組数 

環境活動に取り組んでいる又は始めてみたい団体、個人、企業、学校等 100組程度 

（４）募集期間 

令和８年７月 21日（火）～９月４日（金） 

（５）申込方法 

インターネットの応募フォーム 

（https://expo2027yokohama.or.jp/learn-enjoy/letsgreen/） 

（６）お問合せ先 

「環共」プログラム事務局 

〔電話〕03-6268-8676 ※受付時間：平日・午前９時～午後５時 30分 

〔メ ー ル〕info@letsgreenaction.expo2027yokohama.or.jp 

  

市 連 会 ７ 月 定 例 会 説 明 資 料 
令 和 ８ 年 ７ 月 1 0 日 
脱 炭 素 ・ G R E E N × E X P O 推 進 局 
G R E E N × E X P O 推 進 課 
み ど り 環 境 局 戦 略 企 画 課 

裏 面 あ り 



４ 「球根ミックス花壇づくり」の参加者募集について 

（１）概要 

市民参加による花壇づくりを通して、市民の皆様とともにつくる横浜市出展を目指

します。 

ギネス記録に挑戦し、横浜グリーンエクスポの開催に向けた機運醸成を図るため、花

壇づくりへの参加者を募集します。 

（２）募集人数 

2,100名 

（３）募集期間 

令和８年７月 27日（月）～10月９日（金） 

（４）申込方法 

詳細はホームページを確認いただき、応募をお願いいたします。 

（https://yokohama-field-greenexpo2027.city.yokohama.lg.jp/event/） 

 

５ 「機運醸成ステッカー」の掲出について 

地域や企業の皆様の協力を得ながら、まち全体でエク

スポへの期待感や応援ムード、盛り上がりを醸成するた

め、市民や来街者など多くの方々が訪れる民間施設等に

８月頃から順次配付し、掲出いただく予定です。 

 

６ 送付資料 

・「レッツグリーンアクション」募集チラシ 

・「球根ミックス花壇づくり」募集チラシ 

３について 
脱炭素・GREEN×EXPO推進局 GREEN×EXPO推進課 
担当 藤原、木下 
電話 045-671-4627 /FAX 045-212-1223 
メール da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp 

 
４について 
みどり環境局戦略企画課 
担当 野本 
電話 045-671-2032 /FAX 045-550-4093 
メール mk-expo-ryokukasai@city.yokohama.lg.jp 

 
５について 
脱炭素・GREEN×EXPO推進局 GREEN×EXPO推進課 
担当 西尾、雨宮 
電話 045-671-4627 /FAX 045-212-1223 
メール da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp 

mailto:da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp
mailto:mk-expo-ryokukasai@city.yokohama.lg.jp
mailto:da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp


公式マスコットキャラクター 
トゥンクトゥンク

©Expo 2027

企画募集期間 2026年 ～7月21日 火 9月4日 17時まで金

ワークショップや体験型展示等を通じて、
来場者に環境に対する"活動"や"想い"を伝え、
横浜グリーンエクスポから環境活動に
取り組む人々の輪を広げる企画を募集します。

環境教育 
ワークショップ

ロスフラワー
アート

エコ 
ワークショップ

フィールド
ワーク

園芸教室

あなたの環境への取組をＥＸＰＯ来場者につなげよう！

企画募集！

地球と共に―「環共」プログラム



©Expo 2027

公式マスコットキャラクター 
トゥンクトゥンク

応募フォームからエントリー　詳細はウェブページをご覧ください。
※ウェブページに記載している募集要項等を必ずご確認の上、ご応募ください。

ワークショップ、
体験型展示、
園芸教室、創作体験等

募集する企画例 環境活動を行っている又は環境活動を始めたい
団体、個人、企業、学校等
応募組数：100組程度

対象

応募方法

スケジュール(予定)

７月21日～9月4日
募集 結果通知審査

10月頃９月中 支援・交流会　開幕前～閉幕後

2027年３月19日～９月26日
企画実施

募集説明会
場所日付 時間

７月28日（火) 19:00～20:00 象の鼻テラス（神奈川県横浜市中区海岸通1丁目）

８月 １日（土） 14:00～15:00 神奈川県厚木合同庁舎（神奈川県厚木市水引2丁目3-1）

８月 ８日（土） 14:00～15:00 品川インターシティホール会議室（東京都港区港南2丁目15-4）

※終了時刻は見込みです。　※事前の申込みが必要です。詳細はウェブページをご覧ください。
※企画応募にあたっては、募集説明会の参加は必須ではありません。　

SATOYAMA Village 内 「レッツグリーンテラス」活動する場所

募集概要

SATOYAMA Village

レッツグリーンテラス

詳細・応募はこちらから
レッツグリーンアクション 検索

https://expo2027yokohama.or.jp/
learn-enjoy/letsgreen/

問合せ先 「環共」プログラム事務局

E-mail
受付時間

TEL 03-6268-8676
info@letsgreenaction.expo2027yokohama.or.jp
9:00-17:30（土日、祝日を除く） ※7月13日受付開始予定

GREEN×EXPO協会
（公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会）主催







 

位置図 

 

 

 

八王子街道 

環
状
４
号
線 

上川井 IC 

旭区 

瀬谷区 

（1）「目黒交番前交差点橋りょう架設工事」 

R８年６月～７月 
（2）ア「上川井 IC 通行止め」R8 年夏頃～ 

（2）イ 「（仮称）五貫目交差点新設（信号設置）」R8 年夏頃～ 

 「上川井第二歩道橋撤去」                 R8 年夏頃～ 

【上川井第二歩道橋】 

区 連 会 ７ 月 説 明 資 料 
令 和 ８ 年 ７ 月 １ ６ 日 
脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 
上 瀬 谷 整 備 推 進 課 

今回説明 

○済  

裏面あり 

7/13～11/上旬 

施工中 

八王子街道道路改良工事に伴う 

新設交差点の供用及び上川井第二歩道橋の撤去 

について【情報提供】 

令和８年５月区連会 資料３－１抜粋 

 
【目黒交番前交差点】 



拡大図

八王子街道

至 十日市場駅

（仮称）五貫目交差点【新設(信号設置)】令和８年８月上旬 (仮称)五貫目交差点の供用開始
【新設（信号設置）】

９月上旬 桜山バス停（西行き）【移設】

９月中旬 上川井第二歩道橋 【撤去】

※交差点南側は場内道路のため
進入できません

詳細日程はこちら
（横浜市HP）

目黒交番前交差点

桜山バス停（西行き）【移設】

上川井第二歩道橋 【撤去】

桜山バス停
【移設】

(東行き)

(西行き)

上川井IC

工事のステップ

平面図

桜山バス停

※位置は調整中
※日時は現地掲示およびHPでご案内します



 
 
 
 

自治会町内会長 各位 

 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 上瀬谷整備推進課長  

 

 

「旧上瀬谷通信施設地区まちづくりニュース第 10 号」の発行について（依頼） 

 

 

日頃から市政の推進にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

  GREEN×EXPO 2027（横浜グリーンエクスポ）や、その後のまちづくりに向けた工事進
捗状況等について、広く区民の皆様にご案内するために、「旧上瀬谷通信施設地区まちづくり
ニュース第 10 号」を発行いたしました。 
  つきましては、貴自治会町内会において、班回覧のご協力をお願いいたします。お手数を
おかけいたしますが、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 

１ 送付資料 

   「旧上瀬谷通信施設地区まちづくりニュース 第 10 号」 Ａ３   

 

２ 参考 

  市ウェブサイトでの確認方法  

 「上瀬谷 まちづくりニュース」で検索 

※ 第１号から第９号もご覧いただけます。 

 

 

 

＜担当＞ 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 上瀬谷整備推進課 

 蒲田、酒井、鮎川、永田 

                      ＴＥＬ：045-９００-０５９４、FAX：:045-550-4098 

                    E-mail：da-kamisui@city.yokohama.lg.jp 

 

区 連 会 ７ 月 説 明 資 料 
令 和 ８ 年 ７ 月 1 ６ 日  
脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 
上 瀬 谷 整 備 推 進 課 
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横浜市都市計画マスタープラン（地域別構想）改定に伴う 

市民アンケート等の実施について【情報提供】 

 
１ 事業の趣旨 

  令和 7 年の横浜市都市計画マスタープラン（全市プラン）の改定を踏まえ、現在、地域

別構想（区プラン）の改定を進めています。区プランとは、地域ごとの特性や課題を踏まえ

て、将来のまちづくりの方針を示すものです。今回の改定では、2040 年のまちの姿とその

実現に向けた方針を示します。改定にあたっては、素案作成前に市民の皆様にご意見を伺

いながら検討を進めるため、7 月末から市民アンケートやパネル展を実施します。 
 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。 定例会等で周知をお願いします。 
 

３ 市民アンケートとパネル展の概要 

（１）市民アンケートについて 

   今後、特に力を入れてほしいまちづくりの取組や区の魅力等をお聞かせください。 

いただいたご意見は今後素案作成に活用させていただきます。（選択式６問程度） 

回答方法：電子申請・電子メール・郵送・FAＸで回答 

    期  間：7月 27日（月）～8月 31 日（月） 

 

   ※広報よこはま 8月号（市版）はま情報にて、市民アンケート実施を掲載予定です。 

   ※詳細は別紙チラシをご参照ください。チラシは、各区庁舎・地域ケアプラザ等にも 

配架予定です。 

 

（２）パネル展について 

   今回の区プラン改定の背景や考え方をお知らせするために実施します。 

 

    場所：市庁舎及び各区庁舎 

    期間：8月 3日（月）～8月 31日（月） 

（市庁舎・区庁舎ごとに上記期間内で１週間程度開催予定） 

 

※詳細は、別紙チラシに掲載の市ホームページでご案内します。 

 

市連会７月定例会説明資料 
令 和 ８ 年 ７ 月 1 0 日 
都市整備局地域まちづくり課 

都市整備局地域まちづくり課 
担当 奥村・山崎・岩谷・大串・豊島 
電話:045-671-2939 /FAX 045-663-8641 
メール：tb-toshimas-ku@city.yokohama.lg.jp 



皆さまのご意見を今後のまちづくりの参考とするため、
アンケートのご回答にぜひご協力をお願いします。

まちの将来像について
ご意見をお聞かせください

実施期間 2026年7月27日 から 8月31日まで
回答方法 ①【推奨】電子申請システムでのご回答

② ホームページに掲載のアンケート用紙でのご回答
・電子メール：tb-toshimas-ku@city.yokohama.lg.jp
・郵 送：横浜市中区本町6丁目50番地の10 22階 都市整備局地域まちづくり課
・F  A   X：045-663-8641

区プランは、地域ごとの特性や課題に応じた
具体的なまちづくりの方針を示すものです。
改定する区プランでは、 14年後の2040年
のまちの将来像やまちづくりの方針を示します。

アンケートで何を聞きたいの？

区プランって何？

市民の皆様が実現してほしいまちづくりの
ために、特に力を入れてほしい取組やまちの
魅力などについてお聞かせください。
今回いただいたご意見を参考に素案を作成し、
今後改めてご意見を伺います。

01

02

市庁舎、区庁舎でパネル展を開催しています！
アンケート用紙のダウンロード、パネル展の詳細については 横浜市 地域別構想 で検索！

区プランのエリア設定

鶴見区、神奈川区、
西区、中区、南区

港南区、磯子区、
金沢区、栄区

港北区、緑区、
青葉区、都筑区

保土ケ谷区、旭区、戸塚区、
泉区、瀬谷区

横浜市都市計画マスタープラン地域別構想（区プラン）改定

03

土地利用の特徴や、暮らしの実感に基づく
鉄道沿線等の生活圏や経済活動ごとに、市域
を４つのエリアに分けてまちの将来像を示す
エリア別方針と、18区ごとの魅力や特徴を
踏まえたきめ細やかなまちの将来像を示す
区別計画を作成します。

家の近くでも
買い物できたらなぁ

観光スポットが
多くて楽しい！

ベビーカーでも
移動しやすくして
欲しい…



都市計画マスタープラン地域別構想（区プラン）の改定

都市計画マスタープランの構成

都市計画マスタープランとは？
都市計画マスタープランは、都市計画法に基づく、市町村の都市計画に関する基本的な方針です。
また、市民の皆様など、まちに関わるすべての方々の「横浜をこんなまちにしたい」という思いを
「まちの将来像」として共有し、協働してまちづくりを進めるための指針となるものです。

改定した全市プラン

現行の区プラン

お問い合わせ先：横浜市都市整備局地域まちづくり課 045-671-2939

地域別構想（区プラン）

地域の強みや魅力が伝わり、地域ごとの課題
や特性に応じた具体的なまちづくりの指針です。
現在の区プランは18区ごとに一冊で完結する
構成ですが、今回の改定では市域を４エリアに
分けたエリア別方針と18の区別計画の2部構
成とします。

全体構想（全市プラン）

市域全体について、都市計画の基本的な方針
を示したものです。
横浜市では令和７年5月に改定しました。

スケジュール

アンケート
パネル展等

今回

区別計画（前半区）

令和 1 0年度令和9年度 令和 1 1年度

エリア別方針

区別計画（後半区）

●前半区（8区） 西区、金沢区、港北区、緑区、青葉区、都筑区、戸塚区、泉区
●後半区（10区）鶴見区、神奈川区、中区、 南区、港南区、保土ケ谷区、旭区、磯子区、栄区、瀬谷区

素案公表
意見募集

原案公表
意見募集

策
定

素案公表
意見募集

原案公表
意見募集

策
定

素案公表
意見募集

原案公表
意見募集

策
定





熱中症搬送状況 (5/1～6/30)　５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月
市内発生件数 79 50 29

区内発生件数 4 3 1

0人

日　付 災害種別 発生場所 内　　　容

0人
0人

負 傷 者 0人 0人 0人 0人 0人
死 者 0人 0人 0人 0人 0人 0人

８月 ９月 10月 11月 12月 年計区 分

件 数 4件 3件 3件 0件 0件 0件 10件

月別火災件数・死負傷者状況
月 別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

そ の 他 222 195 27 合 計 10
1 日 当 た り 20.3 21.9 △ 1.6

交 通 事 故 148 147 1 第 三 分 団 3
一 般 負 傷 734 781 △ 47 第 四 分 団 3

件 数 3,683 3,956 △ 273 第 一 分 団 2
急 病 2,579 2,833 △ 254 第 二 分 団 2

令和８年 令和７年 増△減年 別 分 団 名

１ 日 あ た り 0.1 0.1 0

救 急 分 団 別 火 災 発 生 件 数
令和８年区 分

0

火あそび 1 0 1

そ　の　他 3
合　　　　　　計 10

1 0 1
主
な
原
因

放火(疑い含む) 5 3 2

宮 沢 連 合 自 治 会

配線器具 1 0 1

電灯・電話等の配線

相 沢 町 内 連 合 会

電気機器 1 2 △ 1

上記以外 1 4 △ 3

そ の 他 7 4 3 瀬谷第二地区連合自治会 3
損
害
程
度

焼損床面積　（㎡） 74 0 74

負　傷　者（人） 0 1 △ 1

死　 者（人） 0 0 0

瀬谷第四地区連合自治会 1
南 瀬 谷 自 治 連 合 会 0

0

0
船 舶 0 0 0 本 郷 地 区 連 合 自 治 会 0
航 空 機 0 0 0 瀬 谷 北 部 町 内 連 合 会 2

件 数 10 9 1 阿久和北部連合自治会 0

種
別

建 物 3 5 △ 2 阿久和南部連合自治会

車 両 0 0 0

1
林 野 0 0 0 三 ツ 境 連 合 自 治 会 0

瀬谷第一地区連合町内会

瀬谷区内火災・救急状況 令和８年６月30日現在

火 災 連 合 町 内 会 別 火 災 発 生 件 数
年 別 令和８年 令和７年 増△減 連 合 町 内 会 名 令和８年区 分

瀬 谷 消 防 署

（各表の数値は速報値であり、確値0ではありません。）



瀬谷消防署からのお知らせ

溺水の考え方をチェック
▢子供だけで水に近づかない、近づけさせない工夫を！

▢子供が水に接する場合は、大人は目を離さず手の届く範囲で

も見守りを！

▢水に関する危険と対処法を学習し、事前の準備を！

問合せ：瀬谷消防署 総務・予防課 TEL：045-362-0119



  

 

自治会町内会長 様 

 

瀬谷消防署長 

 

熱中症対策について（御依頼） 

 

平素から消防行政に対し御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、夏季における熱中症対策について、別添チラシのとおり周知を行います。 

つきましては、地域の皆様への注意喚起を図るため、次のとおり御協力をお願いいた

します。 

 

１ 依頼内容 

各自治会町内会長の皆様におかれましては、別添チラシをご活用いただき、地域の

実情に応じた方法により住民への周知をお願いいたします。 

あわせて、可能な範囲で見守りや声かけに御協力をお願いいたします。 

特に高齢者や子どもなど、熱中症リスクの高い方への注意喚起をお願いいたします。 

 

２ 周知方法 

別添チラシをご活用ください。 

 

３ その他 

引き続き熱中症予防への御協力をお願いいたします。 

区連会７月定例会説明資料

令 和 ８ 年 ７ 月 1 6 日 

瀬 谷 消 防 署 

瀬谷消防署 総務・予防課 予防係 

担当：立塚、福島 

電話：045-362-0119 



別添





  

 

自治会町内会長 様 

 

瀬 谷 区 長  

瀬谷消防署長 

 

せや防災・救急フェアの開催及び周知の御協力について（御依頼） 

 

初夏の候 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。  

平素から消防行政に対し御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、瀬谷区民を対象に、防災・救急に関する理解促進を目的とした体験型イベント

「せや防災・救急フェア」を開催いたします。 

本イベントは、親子で楽しみながら防災について学べる内容となっており、消防車両

の展示や防災体験、救急に関する啓発ブースなど、幅広い世代の方にご参加いただける

ものです。 

つきましては、多くの区民の皆様に御来場いただけるよう、Ａ４ポスターを作成しま

したので、貴自治会町内会掲示板への掲示について御協力をお願い申し上げます。 

 

■ お送りするポスターについて 

 １ 仕様 

Ａ４ポスター （カラー印刷） 

  ２ 配付数 

    自治会町内会掲示板数に応じた必要数 

   ３ 掲示期間 

    令和８年９月５日（土）まで 

区連会７月定例会説明資料

令 和 ８ 年 ７ 月 1 6 日 

瀬 谷 消 防 署 

瀬谷区役所総務課防災担当 

担当：小松、間宮 

電話：045-367-5611 

瀬谷消防署 総務・予防課 予防係 

担当：立塚、福島 

電話：045-362-0119 





    

 
  自治会・町内会長 様 

  
「市民防災の日」瀬谷区推進委員会委員長  

   瀬谷区長 山岸 秀之  
 
   町の防災組織初期消火合同訓練会の参加者募集について（御依頼） 

 
大地震等により発生する火災の被害軽減を目指し、地域の連携強化を図るため「町

の防災組織初期消火合同訓練会」を次のとおり開催しますので、訓練参加者の推薦を

お願い申し上げます。 
 
１ 日時 

  令和８年 11月 14日（土）10時 00分から 12時 00分まで（雨天：中止） 

 

２ 場所 

  二ツ橋公園芝生広場（二ツ橋町 190 番地） 
 

３ 実施内容 

初期消火器具等の取扱訓練（１チーム４名） 
 

４ 依頼事項 

(1) 訓練参加者の推薦 
連合自治会町内会ごとに１チームの推薦をお願いします。 

※本訓練会に未参加の方（チーム）を優先してください。 
(2)  申込方法及び期限 

別紙「参加票」に必要事項を記入し、令和８年９月 30日（水）までに連合自治

会町内会長に御提出してください。 

（※連合自治会町内会長に返信用封筒をお渡ししています。） 

 

５ 事前訓練 

事前訓練日を設けていますので、初めての方（チーム）でも安心して御参加いた

だけます。 

訓練希望日を別紙「町の防災組織初期消火合同訓練会参加票」にてお知らせくだ

さい。 

訓練は、瀬谷消防署ガレージ前にて実施します。訓練時間は、概ね１時間から１

時間 30分です。雨天時は、瀬谷消防署訓練室（室内）で行います。 

 

 

 

区 連 会 ７ 月 説 明 資 料 

令 和 ８ 年 ７ 月 1 6 日  

瀬谷消防署 総務・予防課 

裏面あり 

書類番号 



 事前訓練日程表  

 

〇 訓練日（午前） 開始時間 〇 訓練日 （午後） 開始時間 

 11月 ７日（土） 10:00～  11月 ７日（土） 13:30～ 

 11月 ８日（日） 10:00～  11月 ８日（日） 13:30～ 

 11月 ９日（月） 10:00～  11月 ９日（月） 13:30～ 

 11月 10日（火） 10:00～  11月 10日（火） 13:30～ 

 11月 11日（水） 10:00～  11月 11日（水） 13:30～ 

 午前訓練日 ５回  午後訓練日 ５回 

 

６ その他 

(1) 当日が雨天の場合は、午前８時までに実施の可否を決定し、中止する場合は、

連合自治会町内会長及び参加される自治会町内会長宛に御連絡いたします。 

(2)  訓練会及び事前訓練参加者は、区役所駐車場を利用した場合に減免処理できま

すので駐車券を訓練会場までお持ちください。 

(3)  訓練に参加される方は、活動しやすい服装や運動靴で御来場ください。 

(4)  当訓練会に参加いただいた町の防災組織（自治会町内会）は、初期消火器具の

設置状況等を考慮したうえで「初期消火器具貸与事業」の対象となります。 

対象となった自治会町内会には別途御連絡いたします。 

 

 

 

 
 
 
 

 
※５年間の貸与期間を経過した初期消火器具各資機材の取り扱いは、維持、管

理のうえ継続して所有することができます。 
 
 

 
 
 

瀬谷消防署 総務・予防課 予防係 
担当: 立 塚・福 島 
電話・FAX：045-362-0119 
 

初期消火器具貸与事業 

初期消火器具（筒先、ホース３本、消火栓キー、媒介金具）を自治会町内会

に対し、更新や設置が進むようにデモ用として無償で貸出し（５年間貸与）す

るものです。（※スタンドパイプの貸与はありません。） 



 

町の防災組織初期消火合同訓練会参加票 
町の防災組織 

（自治会町内会） 
 

担当者名  電話  

                 連絡のつきやすい電話番号でお願いします。 

１ 参加メンバー（１チーム４人） 

担当 
フリガナ 

氏 名 チーム平均年齢 

指揮者（指示） 【記入例】  瀬谷
セ ヤ

 太郎
タロウ

 
６５．６歳 

（少数第一位まで） 

指揮者（指示）  
 

 

平均年齢 

 

 

       

1 番員（筒先）  

2 番員（伝令）  

３番員（消火栓）  

 

２ 事前訓練     

(1) 瀬谷消防署ガレージ前にて実施します。（雨天時は訓練室）訓練時間は概

ね１時間から１時間 30 分です。 

(2)  訓練参加は複数日可能ですが、訓練の効果を上げるため可能な限り１チ 

ーム４名揃っての参加をお願いします。 

(3)  次の日程での訓練が困難な場合は、担当まで御相談ください。 

(4)  天候によっては、屋内訓練室にて実施します。 

(5)  不明な点は担当までお問い合わせください。 

 

※希望する訓練日の前の左枠に○をお付け下さい。 

                  事前訓練日程表 

〇 訓練日（午前） 開始時間 〇 訓練日 （午後） 開始時間 

 11月 ７日（土） 10:00～  11月 ７日（土） 13:30～ 

 11月 ８日（日） 10:00～  11月 ８日（日） 13:30～ 

 11月 ９日（月） 10:00～  11月 ９日（月） 13:30～ 

 11月 10日（火） 10:00～  11月 10日（火） 13:30～ 

 11月 11日（水） 10:00～  11月 11日（水） 13:30～ 

 午前訓練日 ５回  午後訓練日 ５回 

  ※申込締切は、令和８年９月 30日（水）です。 

 

瀬谷消防署 総務・予防課 予防係 

担 当：立 塚・福 島 

連絡先：045-362-0119 

                 

． 歳 



瀬社協発第199号 

令和８年７月１６日 

 

 

各自治会・町内会 会長 様  

 

 

社会福祉法人 

横浜市瀬谷区社会福祉協議会 

会長 福田 愛一郎 

 

瀬谷更生保護協会 

会長 髙岩 敏和 

 

神奈川県共同募金会瀬谷区支会 

支会長 北井 義 

 

日本赤十字社瀬谷区地区委員会 

委員長 山岸 秀之 
 

 

瀬谷区社会福祉協議会「令和７年度事業報告概要版」および 
各種団体「令和８年度総会議案書」の送付について 

 
 

 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

自治会・町内会の皆様には各自治会・町内会を通じ、区社会福祉協議会、更生保護協会、

共同募金会、および日赤瀬谷区地区委員会など各団体の財源確保にご尽力いただき、誠に

ありがとうございます。 

 これらの財源をもとに実施している事業内容をご確認いただくため、下記の通り、各議

案書を会長様あてに一冊ずつ送付いたします。ご査収くださいますよう、お願い申し上げ

ます。 

 

 

＜送付内容＞ 

（１）令和７年度 瀬谷区社会福祉協議会事業報告 概要版 

（２）令和８年度 瀬谷更生保護協会 理事会議案書 

（３）令和８年度 神奈川県共同募金会瀬谷区支会 ５月期 総会議案書 

（４）令和８年度 日赤瀬谷区地区委員会 ５月期 総会議案書 

 

 

 

瀬谷区社会福祉協議会 

担当：福永 

ＴＥＬ：３６１－２１１７ 

区 連 会 ７ 月 説 明 資 料 
令 和 ８ 年 ７ 月 １ ６ 日   
瀬 谷 区 社 会 福 祉 協 議 会 
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【折イメージライン】山折
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第４期瀬谷区地域福祉保健計画（暮らしやすいまちづくりの計画）の基本目標に基づき、瀬谷区社会福
祉協議会では様々な事業を進めてきました。

令和７年度の事業実施概要を報告します。事業報告本冊子は本会ホームページでご覧いただけます。
本紙最終面の二次元コードよりご確認ください。

※（○ページ）は本冊子掲載ページを表しています。

基本目標Ⅰ “おたがいさま”で支え合う地域づくり

瀬谷区地域福祉保健計画の策定・推進（36ページ）

● 第４期計画（令和３～７年度）の最終年度として、区役所・地域ケアプラザととも

に共同事務局として第５期計画（令和８～12年度）の策定に取り組みました。

● 「地区別計画推進グループ」の一員として各地区の取組を支援しました.

身近な地域のつながり・支え合い活動推進事業（食支援）（29ページ）

相談機関が食支援を必要と判断した方や、まだ支援につながっていない方などを対象に、生活課題を

解決するためのきっかけづくりとして食糧支援をしました。

 実績

● 個人への食支援：延べ33食 ／ 相談42件

 支援内容

● 地域住民・企業・団体からの寄付、区役所、資源循環局のフードドライブ等

で集まった食品を提供しました。

各種広報紙の発行・SNSの発信

年２回全戸配布の広報紙「ほのぼのせや」の他に、各事業で広報紙を作成し周知啓発しました。

ホームページやXで活動状況を発信しました。

● 瀬谷区社協広報紙「ほのぼのせや」：年２回

● ボランティアセンター「ボラだより」：年６回

● 福祉教育たより：年１回

● 移動情報センター「せやのいっぽ」：年４回

● 赤い羽根共同募金「瀬谷区だより」：年１回

● ホームページ 更新回数：20回

● X 投稿回数 ：21回

区社協会員 189団体 10名

ボランティアセンター登録者
（個人）305名
（団体）61団体

移動情報センター
ガイドボランティア登録者

支援対象者
77名
58名

あんしんセンター契約者 70名

令和6年度末 令和7年度末

賛助会費 5,638,698 5,482,950

善意銀行 814,964 444,713

共同募金 7,999,245 7,629,427

日本赤十字社 5,320,937 5,008,610

各種データ（令和8年6月現在）

 会員数等  会費・募金額（単位：円）

社会福祉法人 横浜市瀬谷区社会福祉協議会

令和７年度 事業報告概要

地区社協活動への支援（３、25ページ）

各地区社協の情報共有、区域・市域の情報提供等を目的に地区社協分科会を年６回、隔月で開催しました。

また、令和7年度は瀬谷区地域福祉保健計画地区別計画の策定・推進のため研修を2回実施しました。

 令和７年度 地区別計画 研修実績

● 策定研修会 開催日： 7月23日 ／ 参加者：24名

● 推進研修会 開催日： 1月30日 ／ 参加者：69名

講師：駒澤大学 文学部 

社会学科 教授 川上 富雄氏

社会福祉施設分科会の開催（6ページ）

年2回開催し、会員向け研修も実施しました。

開催日：11月27日 ／ 参加者：16名

 研修内容

「日赤短期救急法 災害時の状況を知り、被災時に

役立つ技術を学ぶ」

拠点利用者懇談会の開催（35ページ）

拠点利用団体への連絡と団体同士の交流を

目的に年2回開催しました。

 主な内容

● 拠点利用方法変更の通知

● 異なる活動団体同士の意見交換

● 地域福祉保健計画についての説明

発行年月：令和８年６月

発 行：社会福祉法人 横浜市瀬谷区社会福祉協議会

〒246-0021 横浜市瀬谷区二ツ橋町４６９ せやまる・ふれあい館２階

電話:０４５（３６１）２１１７ Fax:０４５（３６１）２３２８ Ｅメール:info@seyaku-ｓhakyo.jp

詳細な事業報告についてはホームページからご確認ください

ホームページ httpｓ://seyaku-shakyo.jp/

瀬谷区社会福祉協議会は、これからも地区社会福祉協議会をはじめとする本会会員施設や団体、区役所、
関係機関などと連携・協力して、「誰もが安心して自分らしく暮らせる地域社会をつくりだす」という活動
理念の実現に向けて取り組んでまいります。
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基本目標Ⅱ 健康でいきいきと暮らせる地域づくり

基本目標Ⅲ 誰もが活躍できる地域づくり

生活支援体制整備事業の推進（31ページ）

1層生活支援コーディネーターを配置し、地域の支え合い活動の創出に

取り組みました。

● 住民主体のネットワークづくり・連絡協議の場づくり

● 2層生活支援コーディネーターの支援

● 買い物支援や通いの場づくりの推進

福祉教育関係事業の取組（11ページ～）

区内小中学校を対象に福祉体験学習を実施しました。

● 車いす体験や障害理解講座の開催（対応件数：20件）

● 福祉機材の貸し出し

● 福祉教育たよりの発行 （年1回）

せやまる・ふれあい ふくし まつり の開催（9ページ～）

12月の障害者週間に合わせ、ふれあい館６施設と横浜市多機能型

拠点こまちと共催しました。

開催日：12月6日 ／ 参加者：500名

 内容

● 区内障害者福祉施設の製品販売・パネル展示

● スタンプラリー

● 地域活動団体の活動発表

権利擁護事業（あんしんセンター）（１４ページ～）

契約にもとづいて福祉サービスのご利用や日常的な金銭管理などをお手伝いしています。

● 契約者数：70名 ／ 初回相談：80件

● 成年後見サポートネット開催 （2月6日） 事例検討を通じて活発な意見交換を実施しました。

ボランティアセンター事業（9ページ～）

ボランティアの登録・相談・コーディネートを実施しました。

● ボランティア養成講座の開催：5回

● 広報紙「ボラだより」発行：6回

災害ボランティアセンター設置運営訓練（２３ページ～）

区役所・瀬谷区災害ボランティアネットワークと合同で訓練を実施しました。

 訓練内容

● 災害情報システム（社協専用アプリ）による設置運営

● オンラインでのボランティア受付～活動報告の一連の流れを体験

社会福祉功労者表彰式の開催（8ページ～）

社会福祉の増進に功績のあった個人・団体をた

たえるため表彰式を開催しました。

● 開催日：10月30日

● 労力・技術表彰：個人13名、6団体

移動情報センター・ガイドボランティア事業（16ページ～）

移動に困難を抱える方の外出支援を行いました。

● 移動情報の提供・相談対応・ガイドボランティアのコーディネート

● 広報紙「せやのいっぽ」発行 （年4回）

 実績

● 相談件数：139件 （昨年比43％増）

● 登録ガイドボランティア：77名

● 支援対象者：58名

瀬谷区子どもの居場所を考える円卓会議（12ページ）

地域での子どもの居場所づくり（こども食堂や居場所等）を推進するため、開催しました。

 主な取組

● 活動課題の共有と解決に向けた支援

● 地域団体・NPO法人・行政のネットワークづくり

● 寄せられた意見を踏まえた研修会の開催

生活福祉資金（13ページ～）

低所得世帯や障害者世帯、高齢者のいる世帯に対し、一時的に資金を貸し付け、相談支援を行いました。

 実績

● 教育支援資金 高校・大学などへの進学・通学に必要な経費の貸し付けを行いました。

貸付件数：48件 ／ 貸付決定額：15,544,000円

● 福祉費 一時的に必要であると見込まれる費用の貸し付けを行いました。

貸付件数：4件 ／ 貸付決定額：475,752円

 新型コロナウイルス感染症に伴う貸付事業

● 貸し付けは終了していますが、償還免除及び猶予の相談に対応しました。

● 償還にお困りの方へ向け区役所生活支援課と連携し「生活相談・食料品配分会」を開催しました。

「毎日の一歩が未来を変える」
ウォーキング講座

「多文化理解勉強会」

開催日：７月17日 ／参加者：20名

内容：区内の外国人支援の現状、文化、宗教について

講師：通訳・翻訳グループ カムオン・シェシェ 金子真澄氏

ディウフ・エル・ハッジ・マサンバ氏

「子どもにとっての居場所研修会」

開催日：３月２４日 ／参加者：35名

内容：子どもにとっての居場所とは

～不登校児支援の実践から学ぶ地域の居場所とは～

講師：一般社団法人かけはし 代表理事 廣瀬貴樹氏

瀬谷区ふれあい助成金（１8ページ～）

地域福祉活動団体に助成金を交付し、活動を支援しました。また、新規助成団体等にヒアリングを実施し、

運営支援のほか情報収集を行いました。

● 助成件数：131件 ／ 助成金額：10,532,000円

配分会で用意した食料品

ガイドボランティアと登校する様子

聴覚障害理解講座

ボランティア
ファーストステップ講座

認知症サポーター養成講座

瀬谷区内で実施している移動販売



令和８年度 

瀬谷更生保護協会 

理事会議案書 

日 時   令和８年 ５月１９日（火） 午前１０時３０分～１１時 

場 所  瀬谷区役所 ５階 大会議室 



令和８年度【５月期】 

社会福祉法人 

神奈川県共同募金会瀬谷区支会 

総 会 議 案 書 

日 時：令和８年５月 19日(火) 

11時 00分～

場 所：瀬谷区役所 ５階 大会議室



 

 

 

 

 令和８年度【５月期】 

 

日赤瀬谷区地区委員会 

 

総  会  議  案  書 
 

 

 

 

 

 

     日 時  令和８年 ５月１９日（火） 

         １１時３０分～ 

 

場 所  瀬谷区役所 ５階大会議室 

      

 

 

日本赤十字社瀬谷区地区委員会 

 



 

 

 

瀬共募発第 59号 

令和８年７月16日 

各自治会・町内会 会長 様 

共同募金会横浜市瀬谷区支会 

支会長 北井 義 

「共同募金瀬谷区だより」全戸配布の協力依頼について 

共同募金運動の推進につきまして、例年格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

令和７年度も多くの募金をお寄せいただき、誠にありがとうございました。地域福祉のた

めの事業や社会福祉施設・団体の活動のために役立てることができますのも、戸別募金を始

めとした自治会・町内会の皆様のご協力によるものであると深く感謝申し上げます。 

今年度も10月から全国一斉に共同募金運動が始まります。運動に先立ち、地域の皆様に募

金の使途等をお伝えすることを目的に「共同募金瀬谷区だより」の全戸配布を行いたく、お

手数おかけいたしますが、自治会・町内会の皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

１ 依頼事項  自治会・町内会を通じた「共同募金瀬谷区だより」全戸配布へのご協力

をお願いいたします。 

２ 送付時期  令和８年８月下旬（「広報よこはま」９月号と同時期です） 

※裏面に共同募金瀬谷区だよりが送付される際、同封される文書を印刷

しています。

３ 送付方法  配送業者から、各自治会・町内会の広報配布担当者様あてに直接送付い 

たします。 

４ 「共同募金瀬谷区だより」の概要 

（１）体裁：Ａ４版（両面）１枚

（２）内容：令和７年度共同募金実績および配分実績

令和８年度共同募金運動への協力依頼 

５ 添付資料 ＜参考＞「表面：共同募金瀬谷区だより2026（案） 

裏面：共同募金瀬谷区だより2025」 

神奈川県共同募金会横浜市瀬谷区支会 

担 当：松永・萱野・岩城 

ＴＥＬ：３６１－２１１７ 

ＦＡＸ：３６１－２３２８ 

区 連 会 ７ 月 説 明 資 料 
令 和 ８ 年 ７ 月 1 6 日  
瀬 谷 区 社 会 福 祉 協 議 会 
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横共募発第   号 

令和８年８月吉日 

  自治会・町内会長 様 

広報配布担当者 様 

  社会福祉法人神奈川県共同募金会 

 横 浜 市 支 会 長 

横 浜 市 各 区 支 会 長 

「共同募金各区だより」の配布について（依頼）

残暑の候 ますますご清勝のこととお喜び申しあげます。 

平素より地域福祉の推進につきましては、格別のご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

さて、本年も 10月１日から共同募金運動が始まりますが、例年、募金運動に先立ち、地

域の皆様に共同募金をご理解いただき、ご協力を呼びかけることを目的とした「共同募金

各区だより」を各ご家庭に配布していただいております。 

つきましては、大変ご多忙のところ誠に恐縮に存じますが、本年も「共同募金各区だ

より」の配布にご協力くださいますようお願い申しあげます。 

なお、戸別募金等に関する協力依頼については、各区支会より改めて自治会町内会様へ

ご連絡をさせていただきますことを予めご了承いただけますよう併せてお願い申しあげま

す。 

１．「共同募金各区だより」の部数の不足については、次のところへご連絡ください。 

鶴見、神奈川、西、港北、緑、青葉、都筑区にお住まいの方

北部方面配送センター 電話：０４５ -４３５－５５０２

保土ケ谷区にお住まいの方

保土ケ谷区社会福祉協議会 電話：０４５ -３４１－９８７６

旭区にお住まいの方

旭区社会福祉協議会   電話：０４５ -３９２－１１２３

金沢区にお住まいの方

金沢区社会福祉協議会 電話：０４５ -７８８－６０８０

中、南、港南、磯子、戸塚、栄、泉、瀬谷区にお住まいの方 

南部方面配送センター 電話：０４５ -６２８ -３７３０

２．その他のお問い合わせ先 

神奈川県共同募金会横浜市支会  電話： 045-201-8617 

担当：中村、稲田

＜裏面で共同募金の実績・使途についてご紹介しています＞ 

（案） 

資料２ 
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赤い羽根共同募金2026
瀬谷区だより瀬谷区だより

共同募金会瀬谷区支会
〒246-0021
瀬谷区二ツ橋町469
瀬谷区社会福祉協議会内
TEL：045-361-2117
FAX：045-361-2328

◇地区社会福祉協議会支援 ￥1,530,000
瀬谷区内12の地区社会福祉協議会の安定した活動の支援を目的
に助成しています。配食サービスや高齢者サロン、お祭り、研修会
など幅広い地域活動の中で活用されています。

◇瀬谷区ふれあい助成金等 　￥1,370,451
瀬谷区内で活動するボランティアグループや障害当事者団体等の
事業費として約140団体に助成しています。

◇瀬谷区社会福祉協議会の事業費 　￥380,393
広報紙「ほのぼのせや」発行や地域福祉保健計画の推進などに活
用しています。

◇県内の社会福祉施設・団体等 　￥2,620,844
※神奈川県共同募金会を通して配分されます。

◇ボランティアグループ等への資金助成 ￥889,800
配食活動団体、障害児・者支援団体、放課後児童クラブ、障害者
地域作業所、障害者グループホーム等が、年末年始に行う福祉
活動に活用されています。（活動費助成　32件）

◇敬老祝い品 ￥117,000
敬老月間に、区内在住の新たに100歳になった方への記念品贈
呈のために活用されています。

◇年末たすけあい留保金 ￥692,787
令和８年度区社協事業に活用されています。
（瀬谷区社会福祉協議会広報紙「ほのぼのせや」発行に活用）

◇年末たすけあい配分金　交付事務費 　￥28,152

「二つ橋小学校はなさぽ」よりメッセージ
皆さまのご支援で、今年も子どもたちと花を植え、学校
の花壇が彩られました。花植えは地域との大切な交流の
場となり、倉庫のペンキ塗りにも楽しく挑戦しました。
これからも花を通じて子どもたちと地域をつなぐ活動を
続けていきます。

相模鉄道株式会社は、
赤い羽根共同募金を
通じて、沿線の地域福
祉を応援しています。

共同募金PR大使
野毛山動物園の
レッサーパンダ
「いちご」

花壇の手入れをしています！

たねダンゴを作って
います！

10月1日から､赤い羽根共同募金が始まります｡
今年も皆さまのご協力をよろしくお願いいたします｡（募金運動期間：10月1日～3月31日）

瀬谷区連合町内会自治会連絡協議会

町内会･自治会の活動に一層のご理解とご協力をお願いします。

2026.7.6 初校　矢澤

3
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「横浜市中期計画 2026～2029」の公表について 

 

１ 趣旨 

今後４年間の横浜市政の指針となる「横浜市中期計画 2026～2029」（以下「本計画」と

いう。）は、６月５日に横浜市会において議決されました。※１ 

本計画の策定に当たっては、横浜市町内会連合会及び各区区連会の皆様に、市民意見募

集やパブリックコメントをはじめ、多大なる御協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

このたび、本計画の冊子及び概要版を横浜市ホームページで公表しました。 

本計画は、「市民の実感」で政策の成果を測り、データに基づく検証・改善を重ねるこ

とで、市民生活の向上を図ることを目指しています。 

本計画に掲げた戦略や政策等を皆様と共有し、連携しながら、共に目指す都市像「明日

をひらく都市」の実現に取り組んでまいります。 

本計画の周知に御協力のほど、何卒お願い申し上げます。     ※１附帯意見を付して議決 

 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で周知をお願いします。 
 

３ 公表資料 

  単位会長あてに概要版パンフレットを送付します。詳細は別添をご参照ください。 

  また、確定版冊子の販売及び概要版パンフレットの配布は以下のスケジュールで予定し

ています。 

 確定版冊子（有償販売） 概要版パンフレット 

７月２日 市ウェブページ※２で公表済み 市ウェブページ※２で公表済み 

７月区連会 — 単位会長あて送付 

７月中下旬 — 配布開始予定 

（市民情報センター、区役所等） 

８月頃 販売開始予定 

（価格、時期など決まり次第、市

ウェブページ※２で公表します） 

— 

 

  ※２ 市ウェブページ 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/hoshin/4kanen/2026-2029/chuki2026-.html 

 

市 連 会 ７ 月 定 例 会 説 明 資 料 
令 和 ８ 年 ７ 月 1 0 日 
政策経営・国際戦略局経営戦略課 

政策経営・国際戦略局経営戦略課 
担当 山口、岡田 
電話 045-671-2010 /FAX 045-663-4613 
メール ss-keieisenryaku@city.yokohama.lg.jp 



募集：令和８年７月27日～８月28日

配布：令和８年10月下旬～11月上旬予定

花苗等 を 無料配布 します！

スケジュール

「花・緑」 は横浜グリーンエクスポ（２０２７年国際園芸博覧会）の開催テーマの１つです。

みんなで花や緑に親しみながら花壇をつくり、

開催区である瀬谷を花でいっぱいにして盛り上げませんか？

２ 缶バッジ ３ 花壇用プレート１ 花苗 又は 花苗セット
１団体最大５ケース
（１ケース24苗）

１期のお花（予定）
・パンジー ・ビオラ
・アリッサム ・ノースポール
※種類は選べません

GREEN×EXPO 2027 瀬谷 応援プログラム

花壇づくりのために無料で配布するもの

花壇づくり・維持管理の活動
人数分を上限
花壇づくり作業時や
身の回りの小物に着用して
横浜グリーンエクスポをPR！

※応募多数の場合は抽選となります

１団体１枚
整備した花壇に掲示して
横浜グリーンエクスポをPR！

対象

せやまる

GREEN×EXPO 2027 瀬谷応援プログラム

●申込方法はメール・郵送・持参によります。
●持参の場合：土曜日、日曜日及び祝日を除く （午前９時から午後５時まで）
●郵送の場合：簡易書留により、当協議会事務局に到達した日を受理日とします

●団体でのお申込みをお願いします （個人でのお申込みはできません）。
●以下を目的とした活動をする団体はお申込みができません。
①宗教活動、②政治活動、③選挙運動

●花壇づくり・プランター設置は瀬谷区内での実施が必要です。
●譲受された花苗は、貴団体が所有又は管理する花壇以外への植栽はしないでください

（個人での持ち帰りはできません）。

詳細は
ホームページをチェック！

花壇をつくって

瀬谷を花でいっぱいにしよう！

申込先

※第２期の募集は11月ごろを予定しています

郵送
持参

〒246-0021 横浜市瀬谷区二ツ橋町190
横浜国際園芸博覧会瀬谷区推進協議会事務局

se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp

件名：【申請】花苗の譲受について（○○（団体名））

メール

１団体最大３セット
（花苗・土・プランターのセット）

（写真はイメージです）

対象

mailto:se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp
mailto:se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp
mailto:se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp


申請方法

横浜国際園芸博覧会瀬谷区推進協議会事務局・
瀬谷区区政推進課

１．準備する書類

２．手続きの流れ

045-367-5632 se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp

１ 書類１～5を
提出してください

2
推進協議会から
承諾または不承諾通知を
送付します

3
指定する受取日に
花苗等の受け取り

4 各地域団体で花壇づくり

5
事業実績報告書類の提出

９月中旬発送予定です
受取日等の詳細についても
ご案内します

ケースでのお渡しとなるため
お車でお越しいただくことを
推奨します

①
事業報告書
様式第６号

②
実施状況
報告書

様式第７号

花壇づくりの様子・完成した
花壇のお写真等のご提供を
お願いします。提出先は １ と同じです

GREEN×EXPO 2027 瀬谷 応援プログラムとは？

開催地の地元・瀬谷で皆様が行う
機運醸成の取組を当協議会が支援します。
右のロゴの使用・当協議会HPでのPRも
あわせてご活用ください！

詳しくは右の二次元コード
または
【瀬谷応援プログラム】
で検索

郵送
持参

〒246-0021 横浜市瀬谷区二ツ橋町190
横浜国際園芸博覧会瀬谷区推進協議会事務局

se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp

件名：【申請】花苗の譲受について（○○（団体名））
メール

場所：瀬谷土木事務所駐車場（予定）

※いただいた写真は今後の広報に使用させて
いただきます。予めご了承ください。

利用申請書
様式第１号

事業計画書
様式第２号

団体調書
様式第３号

団体の
役員名簿

様式ダウンロード

１ 2 3 4

申請プログラムは
□ プログラム３ 花苗の譲受 に をつけてください

団体の
規約等

５

mailto:se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp
mailto:se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp
mailto:se-suishinkyo@city.yokohama.lg.jp


 

横浜グリーンエクスポ開催半年前記念イベント 

「SEYA 花むすびフェア ～未来へのバトン～」の開催について 

 

１ 概要 

横浜グリーンエクスポ開催半年前を記念し、「万博」をテーマとしたトーク

ショーをはじめ、脱炭素について楽しく学べるボードゲーム大会、瀬谷の花写

真展、花をモチーフにしたワークショップなど、子どもから大人まで楽しみな

がら、横浜グリーンエクスポのテーマである「花・緑・脱炭素」に親しんでい

ただける内容のイベントを実施します。 

トークショーは、6 月 22 日に開催した大阪市此花区と横浜市瀬谷区の連携

キックオフイベントをきっかけにご縁をいただいた、「万博を訪れた最多日数」

としてギネス世界記録に認定され、「万博おばあちゃん」の愛称で親しまれる

山田 外美代（やまだ とみよ）さんをゲストにお迎えします。 

詳細は、瀬谷区ホームページ（８月末頃）及び広報よこはま瀬谷区版９月号

に掲載予定です。 

 

２ 実施日時・会場 

（１）日時：９月 12日（土）10時～15時 

（２）会場： 相鉄ライフ三ツ境 ３階・４階 

 

３ 主な実施内容（予定） 

（１） 「万博おばあちゃん」によるスペシャルトークショー 

（午前・午後、各 30分を予定） 

（２） 脱炭素ボードゲーム大会 

（３） 瀬谷の花をテーマにした写真展 

（４） 花をモチーフにしたワークショップ 

（５） 横浜グリーンエクスポの最新情報紹介 

（６） 公式グッズ販売 

（７） えらぶゆりの球根配布 

 

 

【担当】区政推進課企画調整係 佐藤（佳）・明地 

電話：367-5632 FAX：365-1170 

E-mail：se-kikaku@city.yokohama.lg.jp 

区連会７月定例会説明資料 
令 和 ８ 年 ７ 月 1 6 日 
瀬 谷 区 区 政 推 進 課 
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                                                 瀬福第〇〇〇号 

令和 8 年 7 月１６日 

 

瀬谷区連合町内会長 

瀬谷区自治会町内会長 各位 

                                                福祉保健課長 

 

民生委員・児童委員及び主任児童委員候補者の推薦手続きに関するアンケート 

集計結果と対応策について（報告） 

 

 日頃から、民生委員・児童委員及び主任児童委員の候補者推薦並びに活動に御理解・御

協力をいただき、厚く御礼申し上げます。  

また、令和 8 年 2 月の定例会でご依頼した標記アンケートにご協力いただき、ありがとう

ございました。 その結果について、下記のとおりご報告いたします。  

いただいた貴重なご意見をもとに、今後検討を進めていく取組についてお示しいたしま

す。  

今後も推薦手続きについて皆様のご意見を伺いながら進めてまいりますので、 民生委

員・児童委員及び主任児童委員の欠員補充に向け、引き続き御理解、御協力をお願いいた

します。 

 

１ 概要 

 (1) 調査期間 令和８年２月１８日（水）～ ３月 27 日（金） 

 (2) 対   象 連合町内会長、自治会町内会長 

            （居住者無、掲示板のみ自治会等除く)155 人 

 (3) 回答方法 電子申請およびアンケート用紙 

 (4) 回答者数 25 人 

  

区連会７月定例会資料 

令 和 ８ 年 ７ 月 1 6 日 

瀬 谷 区 福 祉 保 健 課 
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２ 結果 

 (1) 推薦活動で感じている課題 

・「候補者の確保が困難」が８割弱 

・次いで「推薦人を集めることや、推薦手続きの書類を整えるのが負担」 

・その他の意見として「委員の活動負担の重さ」「制度・条件の現状とのミスマッチ」「誰を

選んでも良いというわけではないので困難」など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) あると良いと思う取組 

・「在勤の方や地域活動、福祉活動、PTA 活動、ボランティア活動などの幅広い活動団体

などへの働きかけ」が 5 割強 

・その他の意見として「委員活動の意味と何をしているのか知らせては」「連合行事などの

地域での活動負担の見直し」「法人や学生など地域以外への人材確保の働きかけ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19

8

5

1

7

候補者のあてがない

推薦人を集めたり、

推薦手続きの書類を整えるのが負担

候補者への説明が難しい

推薦手続きが分かりづらい

その他

14

8

6

6

4

5

在勤の方や地域活動、福祉活動、PTA活動、ボランティア

活動などの幅広い活動団体などへの働きかけ

現役民生委員による活動の説明の場を設定

地域イベント等における民生委員活動の積極的なPR

候補者向けの説明資料のさらなる充実

推薦手続きの説明を連合の定例会などで実施（出張説明）

その他
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（3） 推薦手続きの説明資料について       

       人数 主な理由 

分かりやすかった 16 
全体像を把握しやすかった 

書類によりおおむね理解できた 

どちらでもない 7 
理解できるが資料が多いので簡素化してほしい 

制度自体への疑問がある 

分かりにくかった  2 
制度趣旨や地域での推薦に納得できない 

基準や条件が分かりにくい 

 

(4) 動画について 

    人数 

見る 15 

見ない 10 

 

(5) 説明会について 

       人数 備考 

参加した 5 

理解が深まった 

意見交換がしたかった 

なお分かりにくい部分が残った 

参加しなかった 16 

都合が悪かった 

開催することを知らなかった 

経験があり把握しているので不要 

説明会があることを

知らなかった 
4 

 

 

（６） 自由意見 

   ・委員の負担軽減や役割分担が必要ではないか。また、自治会から選出する必要がな

いのでは。 

   ・会費を負担させているのはどうか。給与を支払ってはどうか。 

   ・自治会役員のなり手がいないのに任期３年ではなり手がいない。 

   ・推薦準備会の簡素化が必要。 

・委員の活動内容を自治会町内会に周知する機会がない。活動の重要性を PR する必

要がある。 

・区役所は地域の声に耳を傾けてほしい。 

・信頼できる方に誠意をもってお願いし、快く引き受けてもらった。日頃から人材を把握

しておくことの重要性を改めて痛感した。 

・令和７年１２月から委員になられた方が気持ちを新たに活動されることを期待する。  
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３ 対応策について 

(1) 委員活動の幅広い層への周知 

・民生委員・児童委員月間のパネル展における PR 活動の強化【５月実施済、継続予定】 

・区内高校写真部と連携した、若い視点での委員活動の広報により、幅広い世代に委員

活動を知ってもらう【現在実施に向け調整中】 

・地区の会合などでの事務局や委員による活動の説明【随時実施中】 

 

(2) 委員推薦手続きにおける支援 

・動画を活用したわかりやすい推薦手続き資料の提供 

【令和７年一斉改選から実施；次期一斉改選に向けてさらに改善をはかっていく】 

・欠員のある自治会町内会等への個別ヒアリングと状況把握【随時実施中】 

・定例会等での制度や推薦手続きの出張説明【随時実施中】 

・次期改選を見据えた推薦要件見直しの市等への要望 

 

(3) 新たな人材の発掘 

・各種地域団体の定例会での説明等による働きかけ  

・法人、学生なども含めた人材発掘の検討 

 

(4) 委員の活動負担軽減 

・活動報告の電子化導入に向けた検討【各地区定例会に出向き説明実施中】 

・バトンタッチサポーター制度【令和７年一斉改選時実施】による支援体制、新たなバック

アップ体制（協力員など）の検討 

・年間スケジュールの見える化などによる就労等との両立支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

瀬谷区福祉保健課 担当：和田・藤内・久保田 

電話：045-367-5710 ＦＡＸ045-365-5718 

se-minji@city.yokohama.lg.jp 
 



地区連合町内会長 各位 

自治会町内会長  各位 

令和８年 民生委員・児童委員及び主任児童委員候補者の推薦について（依頼） 

 日頃から、民生委員・児童委員及び主任児童委員の候補者推薦及び活動への御理解・御協力をい

ただき、厚くお礼申し上げます。 

 本年 12 月の欠員補充が必要な地区におかれましては、大変お手数をおかけしますが、推薦準備会

を開催し、候補者を推薦していただくよう、各自治会町内会長の御協力をお願いいたします。なお、

該当する自治会町内会へは、７月末までに瀬谷区福祉保健課から依頼文及び必要書類をお送りしま

す。 

 また、年齢要件の特例に該当する委員（民生委員・児童委員のみ）が活動されている地区におかれ

ましては、引き続き候補者を探していただきますよう、御協力をお願いします。 

ご要望があれば職員が地区の会合等に伺いご説明いたしますのでお気軽にご相談ください。 

１ 候補者の推薦について 

民生委員・児童委員 主任児童委員 

推薦母体 自治会・町内会 地区連合町内会 

候補者の 

人選 

「役割と活動（別紙１）」及び資格要件（（別紙２）に記載）参照 

役割や地区での活動概要については「紹介用ちらし（別紙３）」をご活用ください。 

推薦人の 

選任 

自治会町内会及び地区民生委員児童

委員協議会の代表を含む５人～１０人 

地区連合町内会地区及び地区民生委

員児童委員協議会の代表を含む５人～

１０人 

推薦準備会

の開催 

過半数の推薦人の出席が必要 

自治会町内会、地区民生委員児童委

員協議会の代表の出席必須 

過半数の推薦人の出席が必要 

地区連合町内会、地区民生委員児童委

員協議会の代表の出席必須 

推薦準備会

の開催時期 
[今回]令和８年 12 月１日付 欠員補充  → 令和８年８月～９月初旬 

(※参考:[次回]令和９年７月１日付 欠員補充 → 令和９年３月～４月中旬） 

内申書類の

作成・提出 
★候補者内申書類の提出期限：９月 11 日(金)

提出書類が整い次第、早めの御提出に御協力ください。 

※推薦手続については、前回（令和８年２月区連会定例会依頼時）から変更ありません。

詳細は、別紙２を御覧ください。

２ 添付資料 

(1) 民生委員・児童委員、主任児童委員の役割と活動（別紙１）

(2) 横浜市民生委員・児童委員、主任児童委員の資格要件と推薦手続（別紙２）

(3) 紹介用ちらし（別紙３）

区連会７月 定例会資料 

令 和 ８ 年 ７ 月 1 6 日 

瀬 谷 区 福 祉 保 健 課 

＜問合せ先＞ 

瀬谷区福祉保健課 担当：和田・藤内・久保田 

電話：045-367-5710 ＦＡＸ045-365-5718718 



   

 

民生委員・児童委員、主任児童委員の役割と活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【民生委員・児童委員、主任児童委員の役割等】 

○民生委員・児童委員は、担当する地域内で、住民から様々な生活上の困りごとや心配事に

関する相談に応じ、サポートするとともに、必要な支援を受けられるよう地域ケアプラザ

などの専門機関につなぐ役割を担っています。市内で約 4,000人の方が活動しています。 

○主任児童委員は、子どもや子育ての支援を主に担当する民生委員・児童委員です。 

 地区担当の民生委員・児童委員、学校や子どもの福祉に関する機関と連携して、様々な児

童問題について取り組んでいます。市内で約 500人の方が活動しています。 

【活動費の支給・会費負担】 

○給与は支給していません。活動にかかる交通費等として、活動費を支給しています。 

○民生委員・児童委員は、委嘱と同時に民生委員児童委員協議会及び社会福祉協議会の会員

となり、会費をご負担いただきます。（※活動費と会費負担については詳細裏面） 

【秘密を守る義務があります】 

○民生委員法により、住民の個別の相談をお受けするため、秘密を守る義務があり、 

委員を辞めた後も、秘密を守る必要があります。 

【地区民児協に所属し、相談・協力して活動します】 

○すべての民生委員・児童委員は、概ね連合町内会の区域単位で組織された、地区民生委員

児童委員協議会（地区民児協）に所属します。地区民児協では、関係機関との連絡・調整、

日ごろの活動についての情報交換や地域の福祉課題の検討などを行っています。 

【民生委員・児童委員の活動】 

○日常的な見守り、訪問活動を通じて、担当地区内の住民の生活実態や支援を必要とする方

などを把握します。 

○地域住民から相談を受け、介護や子育て支援等の福祉サービスに関する情報提供し、必要

に応じて区福祉保健センターや地域ケアプラザ等につなぎます。 

○活動を通じて得た課題や改善点について、社会福祉関係者や行政機関と情報を共有します。 

〇区福祉保健センターその他関係機関の業務に協力をお願いしています。 

【主任児童委員の活動】 

○主に、地区を担当する民生委員・児童委員と連携して学校、児童相談所等、関係機関との

連絡・調整を行います。 

〇民生委員・児童委員と連携して、子育て支援活動等を行います。 

〇区福祉保健センターその他関係機関の業務に協力をお願いしています。 

 

別紙１ 

【民生委員・児童委員、主任児童委員とは】 

○厚生労働大臣から委嘱され、横浜市長が担当区域を定める、無報酬の非常勤特別職の 

地方公務員です。 

 



 

 

 

【参考】活動費の支給と会費のご負担について 

 

 【活動費の支給】 

年間 70,200 円                                 

支援をしている方への訪問や連絡、研修参加など、民生委員・児童委員活動を行う際

にかかる交通費や通信費等に充てるための活動費を、区役所から年２回に分けて支給

します。 

なお、活動費は給与や報酬ではなく実費弁償であるため、確定申告等は不要です。 

 

 

 

 

【会費の負担】 

年間 6,000円 （令和８年度の場合） ※４月１日時点で在籍の方                 

横浜市民生委員児童委員協議会（市民児協）は、活動に役立つ情報提供や会員同士

の情報交換、研修を行うとともに、退任時の慰労金や疾病の際の見舞金等を支給する互

助事業などを行っています。 

また、市社会福祉協議会（市社協）・区社会福祉協議会（区社協）でも、情報提供・

情報共有、活動の後方支援等により、民生委員・児童委員の活動を支えています。 

これらの組織は会費や市補助金で運営されており、民生委員・児童委員は就任と同

時に会員となるため、会費をご負担いただいています。 

（※年間 7,500 円の会費に横浜市から補助金があてられ、本人負担分は 6,000 円とな

っています。） 



 

 

横浜市民生委員・児童委員、主任児童委員の資格要件と推薦手続 
 

 民生委員・児童委員 主任児童委員 

１．資格要件 

①適任者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年齢要件 

（基準日） 

令和８（2026）年

４月１日 

 

 

 

 

 

③居住要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新任    ７４歳までの方 

(昭和 26年４月２日以降出生) 
※できるだけ 68歳（昭和 32年 4月 2日

以降出生）までの方をお願いします 

 

◆元職    ７４歳までの方 

(昭和 26年４月２日以降出生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新任    ５８歳までの方 

(昭和 42年４月２日以降出生) 
※できるだけ 54歳（昭和 46年 4月 2日

以降出生）までの方をお願いします 

 

◆元職    ６４歳までの方 

(昭和 36年４月２日以降出生) 
※できるだけ 60歳（昭和 40年 4月 2日

以降出生）までの方をお願いします 

 

２．任期 

 

 

 

 

 

 

 

３．推薦主体 

 

①設置の単位 

 

 

②構成 

 

③構成員 

（推薦人） 

 

 

 

 

 

 

 

           

地区推薦準備会 

 

主に自治会町内会を単位とします。 

 

 

推薦人５～１０人 

 

自治会町内会の代表、地区民児協の

代表、その他地域住民の福祉等に関

係のある方 

※自治会町内会の代表と地区民児

協の代表は、地区推薦準備会に必ず

出席してください。 

 

 

 

 

 

連合地区推薦準備会 

 

主に地区連合町内会を単位します。 

（地区民児協を単位とします。） 

 

推薦人５～１０人 

 

地区連合町内会の代表、地区民児協

の代表、その他児童の福祉等に関係

のある方 

※地区連合町内会の代表と地区民

児協の代表は、連合地区推薦準備会

に必ず出席してください。 

地域の福祉活動やボランティア活動の人材情報を幅広く集め、地

区・連合地区推薦準備会で、適任者を選出します。 

18 歳以上で横浜市会議員の選挙権を有する方のうち、次に掲げる

要件に当てはまる方を選任してください。 

・ 民生委員･児童委員（主任児童委員）活動に時間を割くことがで

き、円満な常識を持ち、健康である方 

・ その地域の実情をよく知っており、地域の方が気軽に相談に行

けるような方 

・ 個人情報について、十分配慮し適正な管理ができる方 

 

別紙２ 

原則、担当地域内に居住する方 

３年（一斉改選時の委嘱委員の任期） 

なお、今回（令和８年７月依頼）にて推薦いただいた方の任期は 

令和８(2026)年 12 月 1 日から令和 10(2028)年 11 月 30 日までとなります。 

 



 民生委員・児童委員、主任児童委員共通 

４．地区推薦準備

会、連合地区推薦

準備会開催 

           

 

 

・候補者の人選 

地区推薦準備会（民生委員・児童委員の推薦）、連合地区推薦準備会（主

任児童委員の推薦）の会議開催までに、候補者の人選を行い、候補者

へ「候補者履歴書（指定の様式）」の作成を依頼しておきます。 

 

 

 

 

・推薦人の人選 

推薦準備会の会議開催までに推薦準備会推薦人を選出しておきます。 

「地区・連合地区推薦準備会推薦人選出報告書（指定の様式）」を作成

します。 

・開催の案内 

推薦準備会の日時と場所を決定し、選出した推薦準備会推薦人の方々

にお知らせします。 

 

 

 

 

 

①開催条件の確認 

自治会町内会（地区連合町内会）の代表及び地区民生委員児童委員協

議会の代表が出席し、推薦人の半数以上が出席していることを確認し

ます。 

②会議の進行 

会議の座長を推薦人の互選により定め、座長は「地区・連合地区推薦

準備会推薦人の方々にお願い」を読み上げ、会議の趣旨の徹底を図り

ます。 

③審議 

 主に次の点について審議します。 

・適任者の要件を満たしているか。 

・留意事項を確認しているか。 

 ・年齢要件、居住要件を満たしているか。 

 ・個人情報の取扱いについて十分配慮し、適正な管理ができるか。 

④会議録の作成 

「地区・連合地区推薦準備会会議録（指定の様式）」を作成し、推薦人

に署名をいただきます。 

 

 

 

  

 

推薦準備会の終了後に、次の書類を区役所福祉保健課へ提出してくだ

さい。 

(1)「民生委員・児童委員候補者履歴書」「主任児童委員候補者履歴書」 

(2)「地区・連合地区推薦準備会会議録」 

(3)「地区・連合地区推薦準備会推薦人選出報告書」 

 

 

開催までの準備 

開 催 

候補者の内申 

履歴書は、推薦準備会における審議資料として使用し、それ以外

の目的には使用しないことを候補者に伝え同意を得てください。

取扱いには十分注意してください。 

会議は非公開とし、出席者は議事に関する秘密を厳守します。 



民生委員･児童委員をやってみませんか？  【○○○○○地区】 

１ 基本情報 
 
（１）民生委員・児童委員とは？ 

 

 

 
 
 

 
 

（２）どんな活動をしているの？ 

 

 

 

 

      

 

 
 

（３）どんな人が活動しているの？ 

     

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

※ 次のようなご相談は民生委員・児童委員の役割ではありません。 
  ×身の回りの世話をしてほしい     ×お金を貸してほしい        ×子どもを預かってほしい       

×保証人になってほしい      ×救急車へ同乗してほしい 
 

○ 瀬谷区では約 140人（令和８年７月現在）が支え合いながら活動しています。 
○ 任期は３年間（※今回の欠員補充は令和８年 12月～令和 10年 11月末まで）で

 

を生かして 

自分の時間 



（４）私の住む地区ではどれくらい活動しているの？ 

【○○○○○地区の標準的な活動例】 

月毎の定例的な活動 その他会議・研修・訪問等 

定例会 

毎月 第４木曜日 午後 

高齢者お楽しみ会 

偶数月 第 1 水曜日 午前 

子育ておしゃべり会 

奇数月 第２火曜日 午前 

 

瀬谷区の民生委員全体の会議、研修等 

全体会議・研修（年１回）、その他研修（年 1～2 回） 

訪問活動 

・日頃の訪問活動（通年） 

・区役所が依頼する訪問活動（９～１１月） 

区役所から提供される名簿（※）をもとに対象者へ訪

問や電話連絡をします。（８月に説明会あり）  

その他、各サロン・イベントの準備や地域の方からの相談、区役所から個別に訪問の依頼が入る

ことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 活動費の支給と会費のご負担について 
   
＜活動費の支給＞ 年間 70,200 円（令和８年度実績） 

支援をしている方への訪問や連絡、研修参加など、民生委員・児童委員活動を行う際にかかる

交通費や通信費等に充てていただくため、横浜市から活動費を年２回に分けて支給しています

（給与や報酬ではなく実費弁償であるため、確定申告等は不要です）。 

 

 

＜会費のご負担＞ 年間 6,000 円（令和８年度実績）※４月１日時点で在籍の方 

 民生委員・児童委員は就任と同時に横浜市民生委員児童委員協議会（市民児協）及び市社会福

祉協議会（市社協）・区社会福祉協議会（区社協）の会員となります。市民児協では活動に役立

つ情報提供や会員同士の情報交換、研修を行うとともに、退任時の慰労金や疾病の際の見舞金等

を支給する互助事業などを行っています。また、市社協・区社協でも、情報提供・情報共有、活

動の後方支援等により、民生委員・児童委員の活動を支えています。 

これらの組織の事業は市補助金と会員の皆様にご負担いただく会費にて運営されています。 

 

３ 自治会町内会からのひと言 

民生委員・児童委員は地域に欠かせない存在で、自治会町内会と連携して活動しています。無

理のない範囲で活動していただくよう、よろしくお願いします。 

 

瀬谷区役所／令和８年７月作成 

 

該当する自治会町内会長に送付する際には、 

候補者が活動の内容等をイメージいただけるよう、 

地区での具体的な活動概要を記載します。 

候補者への説明等に御活用ください。 

 



令和８年度地域の担い手創出支援事業  

「自治会町内会担い手づくり講座」の実施について（ご案内） 

 
１ 趣旨 

  自治会町内会の会長や役員の皆さまにおかれましては、日頃から地域の様々な活動にご

尽力くださり感謝申し上げます。 

令和８年度も自治会町内会の会長や役員の皆さまを対象に、役員のなり手不足や会員の

高齢化という顕在化してきている課題に対し、新たな参加者を増やすための工夫や、具体的

事例を踏まえた効果的な手法について、自治会町内会運営のヒントとしていただくための

講座を実施します。 
 

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いするとともに、

参加についてご検討ください。 
 

３ 講座の概要 

地域の担い手を増やすきっかけとなるような、誰もが関わることのできる「小さな参加の

かたち」の考え方や実践事例をご紹介します。 
 

(1) 講師 

大塚 朋子氏（NPO法人 こまちぷらす理事） 

地域における多様な主体との関わりや、地域の担い手を増やすきっかけづくりなどに 

ついてお話しいただきます。 

 

落合 稔氏（東京都大田区 田園調布西町会会長） 

実際の自治会・町内会活動のご経験を交えながら、新たな担い手づくりや参加促進の 

工夫について、実践事例をお話しいただきます。 

 

(2) 日時・会場 

① ９月５日（土） 14時～16時【かながわ県民センター】 

② ９月 10日（木）14時～16時【サンハート（旭区民文化センター）】 

③ ９月 16日（水）14時～16時【港南公会堂】 

④ ９月 29日（火）14時～16時【緑公会堂】 

 

 

 

 

 

【裏面あり】 

 

市連会７月定例会説明資料 
令 和 ８ 年 ７ 月 1 0 日 
市 民 局 地 域 活 動 推 進 課 



４ 申込み方法等 

（1）申込み方法 

電子申請システムでの申請または 

Ｅメール、電話、ＦＡＸのいずれかでお申込みください。 

 

(2) 申込期限：令和８年８月 14 日（金）まで 

※応募者多数の場合は抽選で受講者を決定し、 

ご希望の回に参加いただけない場合のみ、８月 28日（金）までにメールでご連絡い 

たします。 

（定員に満たない場合は、引き続き受け付けます） 

 

（3）申込み・問合せ先 

各区地域力推進担当 

（申込み・問合せ先の詳細は、添付のチラシをご参照ください） 

 

５ 添付資料 

  チラシ：「気軽な参加から広げよう！ 自治会町内会担い手づくり講座」 

※本市ホームページにも掲載します。 

 

 

 

 

６ 令和７年度の開催実績（参考） 

  昨年度は「防災」をテーマに、地域のつながりづくりを目的とした講座を実施しました。 

   収録動画を市のホームページに掲載しておりますのでご覧ください。 

  

   

参加者の感想 

・今後の自治会活動の参考になった。 

・地域の皆さんにどのように自治会活動に関わってもらうかを考える 

 機会になった。 

・自分の自治会や周りの友人等へ内容を共有したいと思った。 

市民局地域活動推進課 
担当 大内、小池 
電話 045-671-3624 /FAX 045-664-0734 
メール sh-chiikikatsudo@city.yokohama.lg.jp 

▲電子申請システム 
（お申込みはこちらから） 

▲令和８年度地域の担い手創

出支援事業ホームページ 

▲令和７年度地域の担い手創

出支援事業ホームページ 







瀬谷区民活動センター瀬谷区民活動センター瀬谷区民活動センター
se-kukatsu@city.yokohama.lg.jp
045-369-7081

9/27(日）14：00～16：00

瀬谷区役所 5階
大会議室

活動と地域をつなぐ活動と地域をつなぐ

マッチング交流会マッチング交流会

活動と地域をつなぐ

マッチング交流会

～いつもの活動×身近な地域＝新しいつながり～
地域をもっと元気にしたい。そんな思いを持つ自治会・町内会と

市民活動団体が出会い、お互いの強みやアイデアを持ち寄る交流会です

日　時
場　所

８/14（金）締切

【申込・問合せ】

地域行事をもっと盛り上げたい
子育て世代とつながりたい
新しい担い手を見つけたい

活動の幅、活動の場を広げたい
地域とつながりたい
他団体と協力したい

募　集 ・自治会町内会（委嘱委員単位での申込み可）

区内で活動する団体（1団体3人まで）

　・区民活動センター登録団体
・地域活動を行う法人　　　　　など

地域団体 活動団体　

・電子申請システム
 

申　込
電子申請申込
二次元コード

参加募集

・電話、メール、窓口
　　（必要事項：団体名、活動内容、参加者名、電話番号）

定員

20団体
　・地区社会福祉協議会

瀬谷区二ツ橋町469　せやまるふれあい館２階



活動紹介

グループ交流

アイデア交換

マッチング

活動スタート

マッチングの流れマッチングの流れマッチングの流れ

自治会・町内会や市民活動団体など、

多様な主体をつなぐ共創ファシリテー

ター。参加者同士の対話を大切にし、

新たな出会いや協働のきっかけづくり

を支援している。

竹迫 和代　

たかば　　 かずよ

公益財団法人

かわさき市民活動センター

理事長

共創ファシリテーター

ファシリテーターファシリテーターファシリテーター

氏

地域の魅力

再発見ツアー

子育て世帯向けの取り組み

を充実したい

こんな出会いが生まれるかもこんな出会いが生まれるかもこんな出会いが生まれるかも
地域の「やりたいこと」と活動団体の「こんな活動をしたい」が

出会うことで、新しい地域活動やイベントが実現できるかも

災害時に誰も取り残さない

地域づくりを進めたい

担い手を増やしたい

地域の魅力を

もっと知ってほしい

こども向け体験

活動団体

自治会館を活用した

親子向けイベント

手話サークル
防災訓練にて

手話体験

ボランティア

団体

まつり設営・運営

助っ人

まち歩き・

歴史探求団体

打合せ場所の提供、活動相談、

団体紹介、情報発信支援 等

マッチングイメージマッチングイメージマッチングイメージ

楽しく健康づくりをしたい スポーツチーム スポーツ体験会

【交流会当日】【交流会当日】【交流会当日】

【交流会後】【交流会後】【交流会後】
フォロー

区民活動センターが

サポートします

瀬谷区民活動センター瀬谷区民活動センター瀬谷区民活動センター
登録団体紹介も登録団体紹介も

こちらのホームページからこちらのホームページから
登録団体紹介も

こちらのホームページから



消 生 情費 活 報くくららしナビしナビ
発行：横浜市消費生活総合センター“お互いに 一声かけて見守りを！”

おお つつしし りり試試 もものの がが
定定 だだ購購 たた期期 っっ入入 ！！

〔  　　　　　　　〕消費生活相談電話

横浜市消費生活総合センター

045-845-6666 平　日　9：00 ～ 18：00
土・日　9：00 ～ 16：45

相談事例など暮らしに役立つ情報満載！

よ はこ ま  令和８年 

8・9月号

トラブル防止のポイント

□ ���広告画面や最終確認画面はスクリーンショ
ット等で証拠として保存する！

✓

□ ���定期購入は商品の受取拒否や返品をしただ
けでは解約にならないので注意する！

✓

✓□	��1回限りで解約すると、定価との差額を 
請求される場合もあるので注意する！

　動画サイト広告を見て「お試し980円・定期縛りなし」 
と表示された美容クリームを注文した。2回目の商品と
請求書が届き、定期購入と分かったので解約したい。

（相談者：６０歳代女性）

　「1回限り」のつもりが、実際は「定期購入」だった。
という相談が増えています。「定期縛りなし」は「最低
購入回数の指定がない定期購入」の可能性があります。
　注文する前に、必ず最終確認画面で「最低購入回数・
支払総額・解約方法」など契約条件を確認しましょう。



・募集テーマ：瀬谷の花写真

・応募できる方：瀬谷区在住・在勤・在学の方

・応募作品：瀬谷区内で撮影した、自作・未発表の写真

・応募点数：1人1点まで

瀬谷の花写真 募集!

あなたが撮った”瀬谷の花”を展示しませんか!

【作品の展示について】

「昼ドキイベント・せや」講堂にて同日開催

【応募について】

【申　込】

瀬谷区民活動センター　電話045-369-7081

・横浜市電子申請システム　　　

　　（詳細は電子システム内の案内でご確認ください。）

【問合せ】

応募者限定
来場特典あり！
9/18展示日にご来場の

応募者(先着100名様)に

クリアファイルを

プレゼントします！

・展示日：令和８年９月18日（金）

・時　間：11：00～14：00

・会　場：瀬谷公会堂ホワイエ

・展示日：令和８年９月12日(土）

・時　間：10：00～20：00

・会　場：相鉄ライフ三ツ境内

GREEN×EXPO協会

8/31(月）応募締切

～横浜グリーンエクスポ半年前記念イベント～

【後　援】
応募はこの

二次元コードから



来て

9月18日（金）12:00～13:30

８月21日（金）12:00～13:30

1組

毎月１回、地域で活躍しているグループが、日頃の成果を発表します。
観て

聴いて
時間

場所

1組 2組

2組

045-369-7081

瀬谷区二ツ橋町469　
せやまる･ふれあい館2階

【併設イベント】

★健康フェア★
最近の自分、元気かな？
～地域de健康チェック～

3組
LINO

ボイストレーニング
スクール

“歌声広場”

3組

さえずり・月の会

“オカリナ演奏”

【併設イベント】
＠公会堂ホワイエ

協力：瀬谷区地域子育て支援拠点
　　　　「にこてらす」

by いちにのさん

★お人形で遊んじゃおう
（10月）

瀬谷新体操サークル

コール・ヴィヴァーチェ

“斉唱”

ローゼン・カヴァリエ

10月16日（金）12:00～13:30

“キッズハーモニー”

フラワーフェアリーズ

“新体操”

※ イベントの内容は予告なく  
     変更となる場合があります。
     あらかじめご了承ください。

“合唱”

主催：瀬谷区民活動センター

12:00～13:30　　　※11:40開場

瀬谷公会堂　講堂（瀬谷区二ツ橋町190）

昼ドキ❤イベント・せや令和8年度

8月21日(金)
11:00～14:00　

＠公会堂ホワイエ

・骨密度測定
・滑舌測定 他

（協力）
瀬谷区役所

福祉保健課健康づくり係

らっかせい
1組

楽歌声

“女声合唱”“女声コーラス”

せやあじさいコーラス

“混声合唱”

瀬谷混声合唱団

3組2組

瀬谷の“花”写真展（9月)
～横浜グリーンエクスポ
半年前記念イベント～

11:00～14:00

11:30～12:00

協力：相鉄企業株式会社

協力:横浜市中屋敷地域ケアプラザ

★健康体操（８月～10月)
～体をほぐそう～

11:00～11:40
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	応募者限定 来場特典あり！ 9/18展示日にご来場の 応募者(先着100名様)に クリアファイルを プレゼントします！

	・募集テーマ：瀬谷の花写真 ・応募できる方：瀬谷区在住・在勤・在学の方 ・応募作品：瀬谷区内で撮影した、自作・未発表の写真 ・応募点数：1人1点まで
	【作品の展示について】
	・展示日：令和８年９月12日(土） ・時　間：10：00～20：00 ・会　場：相鉄ライフ三ツ境内
	・展示日：令和８年９月18日（金） ・時　間：11：00～14：00 ・会　場：瀬谷公会堂ホワイエ

	【申　込】
	・横浜市電子申請システム　　　 　　（詳細は電子システム内の案内でご確認ください。）

	瀬谷区民活動センター　電話045-369-7081
	【問合せ】
	【後　援】
	GREEN×EXPO協会
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	参加募集
	地域団体
	活動団体　
	9/27(日）
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	14：00～16：00
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	瀬谷区役所 5階 大会議室

	区内で活動する団体
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	８/14（金）締切
	申　込
	瀬谷区民活動センター


	こんな出会いが生まれるかも
	地域の「やりたいこと」と活動団体の「こんな活動をしたい」が 出会うことで、新しい地域活動やイベントが実現できるかも
	マッチングイメージ
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	ファシリテーター
	竹迫 和代　
	自治会・町内会や市民活動団体など、多様な主体をつなぐ共創ファシリテーター。参加者同士の対話を大切にし、新たな出会いや協働のきっかけづくりを支援している。
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